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論文 

＊ 学術雑誌（筆頭著者） 

Distribution and charcterization of aflatoxin-producing fungi in sugarcane, peanuts 

and green coffee from Vietnum；H.Takahashi, N.Kase, H.Yazaki and 

M.Ichinoe(1999)；Proceeding of International Symposium of Mycotoxicology, 99,263-

266. 

 

Characterization and separation of aflatoxin-producing fungi isolated from 

sugarcane field in southernmost islands of Japan；H.Takahashi, H.Kimura and 

M.Ichinoe：Micotoxins, 49,39-43. 

 

＊ 学術雑誌（共著） 

腸管出血性大腸菌O111 のL-ソルボース非分解性を指標とした分離培地に関す

る検討；田中博、八柳潤、内村眞佐子、斎藤眞、小林一寛、堀川和美、森良

一：日本臨床微生物学雑誌,9(1),48-50. 

 

Molecular typing of Aspergillus Section Flavi by mitocondrial cytochrome b gene 

analysis；K.Yokoyama, L.Wang, H.Takahashi, N.Kase, M.Miyaji and K.Nishimura： 

Mycotoxins, 49,27-33. 

 

リンゴ青カビ病 Penicillium expansumの生育特性と果実分解酵素の生産性；木村

聡一郎、大野信子、福田晴美、高橋治雄、篠山浩文、藤井貴明(1999)：食品微

生物学雑誌、16, 171-179. 

 

腸管出血性大腸菌O26 の生化学的性状及びその選択分離培地に関する検討；平

松礼司、松本昌門、三輪良雄、斎藤眞、八柳潤、内村眞佐子、小林一寛、田中

博、堀川和美、森良一、宮崎豊：感染症学雑誌, 73(5),407-413. 

 

＊ 情報誌等 

千葉県下で発生した結核の集団発生を疑わせる事例より分離された結核菌の

RFLP分析；岸田一則、横山栄二、小岩井健司、水口康雄(1999)：病原微生物検

出情報, 20,241-242. 

 

千葉県内で発生したパラチフスの集団事例について；依田清江、小岩井健司：

病原微生物検出情報, 20,7. 

 

千葉県における無症状病原体保有者を主としたEHEC(O26)による集団発生事

例；内村眞佐子、小岩井健司、木内良治、安田優子：病原微生物検出情報, 

20,8-9. 
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学会発表 

千葉県の患者から分離した結核菌の RFLP；岸田一則，小岩井健司，水口康

雄：第 48 回日本感染症学会東日本地方会 

 
千葉県内で発生したパラチフスの集団事例について；依田清江、小岩井健司：、第 11 回

地研全国協議会関東申信静支部細菌研究部会 
 
千葉県内における腸チフスおよびパラチフスの発生状況(1970～1998)；依田清江、小岩井

健司：第 37 回千葉県公衆衛生学会 
 
千葉県の患者から分離された結核菌の RFLP 分析；岸田一則，横山栄二、小岩井健司，水

口康雄：第 37 回千葉県公衆衛生学会 
 
千葉県内でも患者がみられた食中毒様 A 群レンサ球菌感染症について；小岩井健司：第

37 回千葉県公衆衛生学会  

 


